
別紙１ ドライブレコーダーを活用した高齢運転者事故防止対策
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抽出 

                           警察署 
 

  ドライブレコーダー 

警察署で、警察官が 

対象者が主に運転する 

車両に設置 

警察署で、警察官が 

取り外し 

撮     影 
 
 
 
 
 
 

対象者 

  高齢運転者で借用を希望する方 
 

１週間、設置したドライブレコーダーにより 

対象者の運転状況を撮影 

指   導 
 
 
 
 
 

映像を確認した警察官が、対象者、対象者家

族に対し映像を確認しながら指導 

１ 高齢運転者の心情に配意した指導 
  自分の運転する映像を確認して、警察官から指導や助言を受けることから、加齢に伴う身体機能等の低下が運転

行動に及ぼす影響や平素運転する身近な道路に潜む危険性を、納得のいく形で知ることで運転の危険性について

の自覚を促し、さらなる安全運転で高齢者交通事故防止を図る。 

２ 心情に配意した運転免許証返納 
  自分の運転を確認して、身体能力、認知機能等の低下により、安全な運転が困難と判断された方は、ご家族など

と一緒に視聴して、免許証返納を検討する判断材料の一つとなれば、本人や家族の心情にも配意することができる。 

３  ドライブレコーダーを活用した講習結果 
   自動車教習所のコースを高齢者が運転し、そのドライブレコーダーの映像記録を使って、教習所指導員による交

通安全教習を実施しており、その結果、受講者から「自分の運転がよく分かった」「普段安全確認を見落としているこ

とがわかった」「安全確認に対する再確認となった」等の意見が寄せられ、ドライブレコーダーの映像記録を活用した

講習の有効性が認められた。※ 

※ 高齢者講習の実施基準 
  道路交通法改正に伴い、高齢者講習の実施要領にドライブレコーダーの映像による個別指導が取り入れられ受講
者個々の運転能力、特性に応じた個別具体的な安全指導を実施している。 
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